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７月１３日（金）世論を超える 

一般に、指導者というものは世論というか多数の意見を

大切にしなくてはいけない。世論に耳を傾けず、自分一個

の判断で事を進めていけば、往々にして独断に陥り、過ち

を犯すことになってしまう。 

けれども、それはあくまで平常の場合のことである。非

常の場合にはそれだけでは処し切れない面も出てくる。そ

ういう場合には、指導者は世論を超えて、より高い知恵を

生み出さなくてはいけない。 

常は世論を大切にし、世論を尊重しつつも、非常の場合

には、あえてそれに反しても、より正しいことを行なう。

それができない指導者ではいけないと思う。 

 

７月１４日（土）資本の暴力 

事業を行なう限り、利潤の確保に努めることは当然であ

る。が、それはあくまで適正な競争によるべきであって、

手段を選ばぬ過当競争によるものであってはいけない。 

ところが現実には、自社製品の市場占有率を高めること

のみ考え、損を覚悟で売るという姿が見受けられることが

ある。これは資本による暴力にほかならないと思う。とく

に大企業が、その資本に頼り、暴力的行為に出れば、その

業界は大いに混乱する。そしてそればかりか業界の信用を

も落とすことになりかねない。今日、いわゆる暴力が禁止

されているごとく、資本による横暴も一つの罪悪とみて、

厳しく自戒すべきだと思う。 

 

７月１５日（日）ありがたいお得意さん 

お得意さんの中には、つくったものを持っていくと「こ

れはなかなか苦心してつくってある。よくできている」と

こちらが嬉しくなるようなことを言って買ってくださる

非常にいいお得意さんもあれば、逆に「こんなものはダメ

だ。値も高いし、できもよくない。よそのはもっといい」

と持って帰れと言わんばかりのお得意さんもあります。 

 そのときにどちらがありがたいかということです。ほめ

て買ってくだされば、それが一番いいけれど、そんないい

お得意さんばかりでもかえって具合が悪い。世の中を甘く

見、勉強しないようになるからです。厳しいお得意さんも、

またありがたいお得意さんと言えるでしょう。 

 

７月１６日（月）仕事は無限にある 

 この頃は不景気で仕事がないと言うけれども、今後百年

の日本というものを考えてみると、その間に日本の建物と

いう建物はほとんどつくり変えなければならなくなるだ

ろう。橋や道路も同じである。そういうことを考えてみた

だけでも、仕事はいわば無限、困るほどにあるのである。 

 ところがそういう見方をせずに、みずから仕事がないよ

うにし、不景気にしているのが、いまの日本の実情ではな

いだろうか。 

 これはものの見方を変えないといけない、発想の転換を

しなければならない、ということである。そうしてこそは

じめて、わが国に無限の仕事があることがわかるのである。 

 

７月１７日（火）自他相愛の精神 

個人と個人との争い、国と国との争いは、相手を傷つけ、

さらには社会全体、世界全体を混乱させる。そういう争い

の大きな原因は、自他相愛の精神というか、自分を愛する

ように他人を愛し、自国を愛するように他国を愛する精神

の欠如によるものであろう。 

そういう精神の大切さは昔からいろいろな教えによっ

て説かれていながら、いまだに争い事が絶えないのは、人

びとが、このことの大切さを真に悟っておらず、その精神

に徹していないからだと思う。 

争いはみずからをも傷つけるということを身をもって

知り、人類に平和をもたらすために力を合わせていくこと

が肝要である。 

 

７月１８日（水）公事のために人を使う 

たくさんの人が働いている企業の中には、いろいろさま

ざまな職種がある。けれどもそのどれをとっても、一つと

して私の仕事はない。みな、その企業が事業を通じて社会

に貢献していくために必要なものである。その必要な仕事

をやってもらうために人を雇い、人を使っているわけであ

る。形の上では使う立場、使われる立場はあるけれども、

あくまで私のためではなく、公のために人を使うのである。 

だから、単に私的な感情や利害で人を使ったり、処遇す

ることは許されない。常に社会の公器としての企業の使命

というものに照らして、何が正しいかを考えつつ、人を使

うように心がけなくてはならない。 

 

７月１９日（木）会社の病気の早期発見 

 癌は早期発見すれば治すことができるということです

が、見てもらったときには手遅れであるという場合も少な

くないようです。そういうことは、会社の経営においても

言えるように思います。“会社の状態がちょっといかんな

あ”と気がついたときには、もう末期の状態で手のつけよ

うがないということが往々にしてあるわけです。 

ですから、どんなに順調に発展している会社、商店であ

っても、経営には常に自己診断をすることを怠ってはなら

ないと思います。そして“この点に欠陥があるな”という

ことを早く知ることができれば、大きな問題にはならず、

手当ても可能だと思うのです。 

 


